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(57)【要約】
【課題】搬送用チェーンの組立、分解を容易に達成して
、チェーンの摩耗進行を防止して、チェーンの疲労強度
を上げるとともに、搬送用チェーンの捩れを防止して、
安定して搬送物を捕捉搬送する搬送用チェーンを提供す
ること。
【解決手段】連結ピン１２０の外周面に内プレート１１
０の左右両側からそれぞれ遊嵌する左右一対のブシュ１
３０、１３０と、ブシュ１３０の一端を前後一対のブシ
ュ圧入孔１４２にそれぞれ圧入嵌合する左右一対の外プ
レート１４０、１４０と、ブシュ１３０の外周面に遊嵌
するローラ１５０と、ブシュ１３０の他端に着脱自在に
遊嵌して支持する盲孔１６２を有する左右一対のブラケ
ット部材１６０、１６０と、左右一対のブラケット部材
１６０を相互に連結して搬送物Ｗを捕捉する搬送手段１
７０とで構成されている搬送用チェーン１００。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　前後一対のピン圧入孔を有する内プレートと、該内プレートのピン圧入孔に圧入嵌合さ
れる連結ピンと、該連結ピンの外周面に内プレートの左右両側からそれぞれ遊嵌する左右
一対のブシュと、該ブシュの一端を前後一対のブシュ圧入孔にそれぞれ圧入嵌合するとと
もに前記連結ピンを介して内プレートをチェーン長手方向に相互に連結する左右一対の外
プレートと、前記ブシュの外周面に遊嵌するローラと、前記ブシュの他端に着脱自在に遊
嵌して支持する盲孔を有する左右一対のブラケット部材と、該左右一対のブラケット部材
を相互に連結して搬送物を捕捉搬送する搬送手段とで構成されていることを特徴とする搬
送用チェーン。
【請求項２】
　前記左右一対の外プレートが、前記内プレートに近接して対向配置していることを特徴
とする請求項１記載の搬送用チェーン。
【請求項３】
　前記左右一対のブラケット部材と搬送手段とが、ボルトとナットとからなる締結手段に
よって着脱自在に連結されていることを特徴とする請求項１または請求項２記載の搬送用
チェーン。
【請求項４】
　前記搬送手段が、搬送物を捕捉するバケットで構成されていることを特徴とする請求項
１乃至請求項３のいずれか記載の搬送用チェーン。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、搬送物を捕捉して搬送する搬送用チェーンに関するものであって、特に、左
右一対のブラケット部材が搬送手段によって相互に連結されている搬送用チェーンに関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　搬送用チェーンは、使用環境に応じて、強度や耐摩耗性が要求される。一方で、摩耗が
進行した場合には、搬送用チェーンを分解して摩耗箇所を速やかに交換できることが望ま
しい。
【０００３】
　従来、対向して設けられ、両端にピン孔を有する一対の外プレートと、外プレートの内
側に配置されて、両端にブシュ孔を有する一対の内プレートと、内プレートの内側に設け
られて内部に貫通孔を有するブシュと、外プレートのピン孔、内プレートのブシュ孔及び
ブシュの貫通孔を貫通して外プレート及び内プレートを回転可能に連結するピンとを備え
る搬送用チェーンが知られている（例えば、特許文献１参照）。
　そして、このような搬送用チェーンのピンは、ピンの脱落を防止するための抜け止め挿
入孔を有しており、抜け止め部材が、抜け止め挿入孔に挿入されている。
　また、従来の搬送用チェーンにおいては、搬送物を搬送するバケット等の搬送手段を外
プレートのアタッチメント取付部にボルト等で接合するものが知られている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００９－０８５３９２号公報（第７欄）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　前述したような従来の分解可能な搬送用チェーンでは、チェーン組立時のピンの脱落を
防止するための抜け止め部材の挿入とアタッチメント取付時のチェーンとアタッチメント
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との接合のためのボルト等の装着は別個に行う必要があり、また、左右一対の外プレート
のアタッチメント取付部にアタッチメントを接続するアタッチメント式搬送用チェーンで
は、スプロケットとの噛み合いによる衝撃荷重に起因してローラに損傷が生じた場合には
、アタッチメントを取り外した上でチェーンを分解してローラを交換する必要があり、チ
ェーンの組立、分解に多大な時間を要するという問題があった。
【０００６】
　また、チェーンの屈曲動作を確保するためにピンが外プレートに遊嵌されており、ピン
と外プレートのプレート孔の面圧が高くなるため摩耗進行が早く、また、ピンとプレート
孔との間に間隙が存在するためチェーンの疲労強度が下がるという問題があった。
【０００７】
　そして、ローラを介してスプロケットに噛み合う搬送用チェーンにおいては、１つのス
プロケットを用いてチェーンを駆動させているため、搬送用チェーンに捩れが発生して、
搬送物の捕捉搬送が不安定になるという問題があった。
【０００８】
　そこで、本発明は、従来の問題を解決するものであって、すなわち、本発明の目的は、
搬送用チェーンの組立、分解を容易に達成して、チェーンの摩耗進行を防止して、チェー
ンの疲労強度を上げるとともに、搬送用チェーンの捩れを防止して、安定して搬送物を捕
捉搬送する搬送用チェーンを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　請求項１に係る本発明は、前後一対のピン圧入孔を有する内プレートと、内プレートの
ピン圧入孔に圧入嵌合される連結ピンと、連結ピンの外周面に内プレートの左右両側から
それぞれ遊嵌する左右一対のブシュと、ブシュの一端を前後一対のブシュ圧入孔にそれぞ
れ圧入嵌合するとともに前記連結ピンを介して内プレートをチェーン長手方向に相互に連
結する左右一対の外プレートと、ブシュの外周面に遊嵌するローラと、ブシュの他端に着
脱自在に遊嵌して支持する盲孔を有する左右一対のブラケット部材と、左右一対のブラケ
ット部材を相互に連結して搬送物を捕捉する搬送手段とで構成されていることにより、前
述した課題を解決したものである。
【００１０】
　請求項２に係る本発明は、請求項１記載の構成に加えて、左右一対の外プレートが、内
プレートに近接して対向配置していることにより、ローラが外プレートとブラケット部材
との間に配置されることにより、前述した課題をさらに解決したものである。
【００１１】
　請求項３に係る本発明は、請求項１または請求項２記載の構成に加えて、左右一対のブ
ラケット部材と搬送手段とが、ボルトとナットとからなる締結手段によって着脱自在に連
結されていることにより、前述した課題をさらに解決したものである。
【００１２】
　請求項４に係る本発明は、請求項１乃至請求項３のいずれかに記載の構成に加えて、搬
送手段が、搬送物を捕捉して搬送するバケットで構成されていることにより、前述した課
題をさらに解決したものである。
【発明の効果】
【００１３】
　そこで、本発明は、前後一対のピン圧入孔を有する内プレートと、内プレートのピン圧
入孔に圧入嵌合される連結ピンと、連結ピンの外周面に内プレートの左右両側からそれぞ
れ遊嵌する左右一対のブシュと、ブシュの一端を前後一対のブシュ圧入孔にそれぞれ圧入
嵌合するとともに連結ピンを介して内プレートをチェーン長手方向に相互に連結する左右
一対の外プレートと、ブシュの外周面に遊嵌するローラと、ブシュの他端に着脱自在に遊
嵌して支持する盲孔を有する左右一対のブラケット部材と、左右一対のブラケット部材を
相互に連結して搬送物を捕捉する搬送手段とで構成されていることにより、チェーンの周
回走行によって搬送手段により搬送物を捕捉して搬送するばかりでなく、以下のような特
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有の効果を奏することができる。
【００１４】
　請求項１に係る本発明の搬送用チェーンによれば、ブシュの他端に着脱自在に遊嵌して
支持する盲孔を有する左右一対のブラケット部材と、左右一対のブラケット部材を相互に
連結して搬送物を捕捉する搬送手段とで構成されていることにより、搬送手段とブラケッ
ト部材との連結のみによって搬送用チェーン全体を連結するため、容易に搬送用チェーン
を組立、分解することができ、また、スプロケットとの噛み合いによる衝撃荷重に起因し
てローラに損傷が生じた場合であっても、ローラを容易に交換することができる。
【００１５】
　また、前後一対のピン圧入孔を有する内プレートと、内プレートのピン圧入孔に圧入嵌
合される連結ピンと、連結ピンの外周面に内プレートの左右両側からそれぞれ遊嵌する左
右一対のブシュと、ブシュの一端を前後一対のブシュ圧入孔にそれぞれ圧入嵌合するとと
もに連結ピンを介して内プレートをチェーン長手方向に相互に連結する左右一対の外プレ
ートとで構成されていることにより、連結ピンと内プレートとの間およびブシュと外プレ
ートとの間に間隙がないため、搬送用チェーンの疲労強度を向上させるとともに、圧入部
分における摩耗損傷の発生を防止することができる。
【００１６】
　さらに、連結ピンの外周面に内プレートの左右両側からそれぞれ遊嵌する左右一対のブ
シュと、ブシュの一端を前後一対のブシュ圧入孔にそれぞれ圧入嵌合するとともに連結ピ
ンを介して内プレートをチェーン長手方向に相互に連結する左右一対の外プレートと、ブ
シュの外周面に遊嵌するローラとで構成されていることにより、２個のスプロケットが左
右一対のローラにそれぞれ当接して搬送用チェーンを駆動させるため、搬送用チェーンの
捩れを防止するとともに、安定して搬送物を捕捉して搬送することができる。
【００１７】
　請求項２に係る本発明の搬送用チェーンによれば、請求項１記載の搬送用チェーンが奏
する効果に加えて、左右一対の外プレートが、内プレートに近接して対向配置しているこ
とにより、ローラが外プレートとブラケット部材との間に配置されるため、搬送手段とブ
ラケット部材との連結を解除し、ブラケット部材を取り外すことで、摩耗損傷したローラ
の交換を容易に達成することができる。
【００１８】
　請求項３に係る本発明の搬送用チェーンによれば、請求項１または請求項２記載の搬送
用チェーンが奏する効果に加えて、左右一対のブラケット部材と搬送手段とが、ボルトと
ナットとからなる締結手段によって着脱自在に連結されていることにより、搬送手段とブ
ラケット部材とを連結するために必要な力をボルトとナットとの締め付け力により得られ
るため、簡単かつ確実に搬送用チェーンを組立、分解することができる。
【００１９】
　請求項４に係る本発明の搬送用チェーンによれば、請求項１乃至請求項３のいずれかに
記載の搬送用チェーンが奏する効果に加えて、搬送手段が、搬送物を搬送するバケットで
構成されていることにより、バケットで搬送物を掻き取るため、肥料、試料、穀物等のば
らものであっても効率的に捕捉搬送することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】搬送用チェーンを適用したバケットエレベータの概要図。
【図２】本発明の一実施例である搬送用チェーンの概要図。
【図３】本発明の一実施例である搬送手段を除く搬送用チェーンの概要図。
【図４】図３に示す搬送用チェーンの組み立て分解図。
【図５】本発明の一実施例である搬送用チェーンの使用態様図。
【図６】本発明の一実施例である搬送手段を除く搬送用チェーンの平面図。
【図７】図５に示す搬送用チェーンのＡ－Ａ断面図。
【発明を実施するための形態】
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【００２１】
　本発明は、前後一対のピン圧入孔を有する内プレートと、内プレートのピン圧入孔に圧
入嵌合される連結ピンと、連結ピンの外周面に内プレートの左右両側からそれぞれ遊嵌す
る左右一対のブシュと、ブシュの一端を前後一対のブシュ圧入孔にそれぞれ圧入嵌合する
とともに連結ピンを介して内プレートをチェーン長手方向に相互に連結する左右一対の外
プレートと、ブシュの外周面に遊嵌するローラと、ブシュの他端に着脱自在に遊嵌して支
持する盲孔を有する左右一対のブラケット部材と、左右一対のブラケット部材を相互に連
結して搬送物を捕捉する搬送手段とで構成されて、容易にチェーンの組み立て、分解を達
成するものであれば、その具体的な実施の形態は、如何なるものであっても何ら構わない
。
【００２２】
　また、本発明の搬送用チェーンに組み込まれる搬送手段は、左右一対のブラケットを相
互に連結するとともに、搬送物を捕捉して搬送するものであれば、バケット、スラット、
パンまたはエプロンなどのいずれであっても構わない。
【実施例】
【００２３】
　以下、本発明の一実施例である搬送用チェーン１００を図１乃至図７に基づいて説明す
る。
　ここで、図１は、本発明の搬送用チェーンを適用したバケットエレベータの概要図であ
り、図２は、本発明の一実施例である搬送用チェーンの概要図であり、図３は、本発明の
一実施例である、搬送手段を除く搬送用チェーンの概要図であり、図４は、図３に示す搬
送用チェーンの組み立て分解図であり、図５は、本発明の一実施例である搬送用チェーン
の使用態様図であり、図６は、本発明の一実施例である搬送手段を除く搬送用チェーンの
平面図であり、図７は、図５に示す搬送用チェーンのＡ－Ａ断面図である。
【００２４】
　まず、本発明の実施例である搬送用チェーン１００は、肥料、試料、穀物等のばらもの
を捕捉搬送するためのコンベヤチェーンに用いられるものであって、図２乃至図７に示す
ように、前後一対のピン圧入孔１１２を有する内プレート１１０と、内プレート１１０の
ピン圧入孔１１２に圧入嵌合される連結ピン１２０と、この連結ピン１２０の外周面に内
プレート１１０の左右両側からそれぞれ遊嵌する左右一対のブシュ１３０，１３０と、こ
のブシュ１３０の一端を前後一対のブシュ圧入孔１４２にそれぞれ圧入嵌合するとともに
連結ピン１３０を介して内プレート１１０をチェーン長手方向に相互に連結する左右一対
の外プレート１４０、１４０とを備えている。
　また、搬送用チェーン１００は、ブシュ１３０の外周面に遊嵌するローラ１５０と、ブ
シュ１３０の他端に着脱自在に遊嵌して支持する盲孔１６２を有する左右一対のブラケッ
ト部材１６０，１６０と、左右一対のブラケット部材１６０、１６０を相互に連結する搬
送手段１７０とを備えている。
【００２５】
　搬送用チェーン１００は、ばらもの等の搬送物Ｗを捕捉して搬送するバケットからなる
搬送手段１７０を備えており、この搬送手段１７０を介してブラケット部材１６０、１６
０が相互に連結されている。
　ブラケット部材１６０と搬送手段１７０とは、搬送手段１７０に設けられた孔とブラケ
ット部材１６０のボルト挿入孔１６４とに挿入するボルト１８１と、このボルト１８１に
係合するナット１８２とをブラケット部材１６０と搬送手段１７０とを挟持して締め付け
ることで結合されている。
【００２６】
　連結ピン１３０が、図７に示すように、ブシュ１３０に遊嵌するピン小径部１２２と内
プレート１１０に圧入嵌合するピン大径部１２４とで構成され、ブシュ１３０の端部が、
ピン大径部１２４に当接し、ブシュ１３０の他端が、盲孔１６２に当接しており、潤滑油
が、ブシュ１３０とピン小径部１２２とピン大径部１２４と盲孔１６２との間に封入され
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ている。
【００２７】
　そこで、本実施例の搬送用チェーン１００が最も特徴とするブラケット部材１６０と搬
送手段１７０の具体的な形態について図２乃至図７により詳しく説明する。
　まず、本実施例の搬送用チェーン１００が、ブシュ１３０の他端に着脱自在に遊嵌して
支持する盲孔１６２を有する左右一対のブラケット部材１６０、１６０と、左右一対のブ
ラケット部材１６０、１６０を相互に連結して搬送物を捕捉する搬送手段１７０とを備え
ている。
　これにより、ブラケット部材１６０と搬送手段１７０との連結のみによって搬送用チェ
ーン１００全体を連結している。
【００２８】
　また、本実施例の搬送用チェーン１００が、内プレート１１０と、内プレート１１０の
ピン圧入孔１１２に圧入嵌合される連結ピン１２０と、連結ピン１２０の外周面に内プレ
ート１１０の左右両側からそれぞれ遊嵌する左右一対のブシュ１３０、１３０と、ブシュ
１３０の一端を前後一対のブシュ圧入孔１４２にそれぞれ圧入嵌合するとともに前記連結
ピン１２０を介して内プレート１１０をチェーン長手方向に相互に連結する左右一対の外
プレート１４０、１４０とを備えている。
　これにより、連結ピン１２０と内プレート１１０との間およびブシュ１３０と外プレー
ト１４０との間に間隙がないように構成されている。
【００２９】
　さらに、本実施例の搬送用チェーン１００が、連結ピン１２０の外周面に内プレート１
１０の左右両側からそれぞれ遊嵌する左右一対のブシュ１３０、１３０と、ブシュ１３０
の一端を前後一対のブシュ圧入孔１４２にそれぞれ圧入嵌合するとともに前記連結ピン１
２０を介して内プレート１１０をチェーン長手方向に相互に連結する左右一対の外プレー
ト１４０、１４０と、ブシュ１３０の外周面に遊嵌するローラ１５０とを備えている。
　これにより、２個のスプロケット（図示略）が左右一対のローラ１５０、１５０にそれ
ぞれ当接して搬送用チェーン１００を駆動させている。
【００３０】
　左右一対の外プレート１４０、１４０が、内プレート１１０に近接して対向配置され、
左右一対のブラケット部材１６０、１６０と搬送手段１７０とが、ボルト１８１とナット
１８２とからなる締結手段によって着脱自在に連結され、搬送手段１７０が、搬送物Ｗを
捕捉して搬送するバケットで構成されている。
　これにより、ローラ１５０が外プレート１４０とブラケット部材１６０との間に配置さ
れ、ブラケット部材１６０と搬送手段１７０とを連結するために必要な力をボルト１８１
とナット１８２との締め付け力により得られ、搬送用チェーン１００は、搬送手段１７０
のバケットで搬送物Ｗを掻き取る。
【００３１】
　このようにして得られた本実施例の搬送用チェーン１００は、前後一対のピン圧入孔１
１２を有する内プレート１１０と、内プレート１１０のピン圧入孔１１２に圧入嵌合され
る連結ピン１２０と、連結ピン１２０の外周面に内プレート１１０の左右両側からそれぞ
れ遊嵌する左右一対のブシュ１３０，１３０と、ブシュ１３０の一端を前後一対のブシュ
圧入孔１４２にそれぞれ圧入嵌合するとともに連結ピン１２０を介して内プレート１１０
をチェーン長手方向に相互に連結する左右一対の外プレート１４０、１４０と、ブシュ１
３０の外周面に遊嵌するローラ１５０と、ブシュ１３０の他端に着脱自在に遊嵌して支持
する盲孔１６２を有する左右一対のブラケット部材１５０，１５０と、左右一対のブラケ
ット部材１６０、１６０を相互に連結して搬送物Ｗを捕捉する搬送手段１７０とで構成さ
れている。
　したがって、容易に搬送用チェーン１００を組立、分解することができ、スプロケット
との噛み合いによる衝撃荷重に起因してローラ１５０に損傷が生じた場合であっても、ロ
ーラ１５０を容易に交換することができ、搬送用チェーン１００の疲労強度を向上させる
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とともに、圧入部分における摩耗損傷の発生を防止することができ、搬送用チェーン１０
０の捩れを防止するとともに、安定して搬送物Ｗを捕捉して搬送することができる。
【００３２】
　また、左右一対の外プレート１４０、１４０が、内プレート１１０に近接して対向配置
され、左右一対のブラケット部材１６０、１６０と搬送手段１７０とが、ボルト１８１と
ナット１８２とで着脱自在に連結されているとともに、搬送手段１７０が、搬送物Ｗを捕
捉するバケットで構成されている。
　したがって、搬送手段１７０とブラケット部材１６０との連結を解除して、ブラケット
部材１６０を取り外すことで摩耗損傷したローラ１５０の交換を容易に達成することがで
き、簡単かつ確実に搬送用チェーン１００を組立、分解することができるとともに、肥料
、試料、穀物等のばらものであっても効率的に捕捉搬送することができるなど、その効果
は甚大である。
【符号の説明】
【００３３】
　１００　　　　　・・・　搬送用チェーン
　１１０　　　　　・・・　内プレート
　１１２　　　　　・・・　ピン圧入孔
　１２０　　　　　・・・　連結ピン
　１２２　　　　　・・・　ピン小径部
　１２４　　　　　・・・　ピン大径部
　１３０　　　　　・・・　ブシュ
　１４０　　　　　・・・　外プレート
　１４２　　　　　・・・　ブシュ圧入孔
　１５０　　　　　・・・　ローラ
　１６０　　　　　・・・　ブラケット部材
　１６２　　　　　・・・　盲孔
　１６４　　　　　・・・　ボルト挿入孔
　１７０、５７０　・・・　搬送手段
　１８１　　　　　・・・　ボルト
　１８２　　　　　・・・　ナット
　５００　　　　　・・・　バケットエレベータ
　Ｓ　　　　　　　・・・　スプロケット
　Ｗ　　　　　　　・・・　搬送物
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